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Ⅰ．はじめに
　「森に親しみ，森を楽しみ，そして森と生きる」
ことを考えあおうと，2014 年 2 月 11 日，五葉山
自然倶楽部 15 周年を記念し，講演と実践報告を
内容とした「つどい」を開催した。講演の講師に
東北学院大学の平吹喜彦教授を迎えるとともに，
実践報告においては，五葉山自然倶楽部内の組織
で登山を活動の柱に据える「黒岩会」の紺野忠事
務局長，歴史や文化の掘り起こしや美術展，フォー
ラムを実施する「森の文化塾」の中嶋敬治事務局
長，森林散策や森林浴を主体に行う「緑想会」事
務局長の筆者が発表を行なった。本稿では，この
「つどい」の講演（Ⅱ章）と実践活動（Ⅲ章）に
ついて報告をしたい。
　またあわせて，これらのメンバーがかかわって
きた県立住田高校の講座「五葉山森林公園森林浴」
（Ⅳ章１節），住田町立有住小学校の「親子五葉山
登山」（Ⅳ章２節），五葉山麓へのメガソーラーの
設置の監視・提言活動（Ⅴ章），そして五葉山の
麓に生まれ，生活してきた 3 人の体験と思索（Ⅵ
章）を通し，「森に親しみ　森と生きる」ことに
ついて考える。
Ⅱ．平吹喜彦教授の講演をめぐって
　１．講演録『森と人をめぐる私の 15 年』
（「東海新報」2014 年 3 月 14，15 日掲載の記事を再録）
　週末ごとにやって来た暴風雪の中でも，2 月 8・
9 日の嵐はとりわけ強烈だった。東北南部太平洋
岸も記録的な大雪に見舞われ，仙台市西部の丘
陵地に位置する拙宅は 40cm を超える積雪となっ
た。「11 日，五葉山自然倶楽部 15 周年のつどい
が開催される世田米に，無事に辿り着くことがで
きるだろうか？」････ 私は吹きすさぶ雪に気を
もみながら，自家用車を雪中から掘り出し，灰白
色に煙る景色を窓越しに何度も眺めて休日を過ご
した。
　仕事机と窓際を何度か往復するうちに，東日本
大震災直後，一向に収まることのない地震と不気
味に拡散し続ける放射能の恐怖に怯えながら，同
じように室内にこもって過ごした日々のことを思
い出した。そして，2011 年 3 月 11 日をもって，
決して色褪せることのない線で二分された「日常」
を改めてふり返りつつ，「自然のありがたさ，恐
さ，やさしさ，無常さ」について想いを再整理し
て，講演内容を組み直した。
　湿潤温暖な気候，南北 3,000km におよぶ起伏
に富む大地，多数の火山と河川，湖沼，そして長
大で変化の多い海岸からなる日本の国土は，もと
もと「多様で豊かな，みどり」によって覆われて
いた。森林はその「多様で豊かな，みどり」を代
表する生態系で，①長い年月をかけて構築された
高さ 30 ｍに達する多層の，頑丈な骨組み，②地
表から林床，梢にかけて，空間をすみ分けて生活
する個性豊かな動植物と微生物，そして③緻密な
エネルギー伝達系と物質循環系を宿す，ダイナ
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ミックなシステムである。また，水源涵養，斜面
崩落や土砂流失の防止，大気浄化，防風雪・防潮・
防砂といった環境保全機能を果たす，自律的・恒
常的システムでもある。
　「森の王国・日本列島」で世代を重ねてきた私
たちの祖先は，こうした森林生態系の恩恵（近年，
「生態系サービス」や「生物多様性」という用語
が使われる）の下で発展してきたが，いつしか自
らの立場を「森の一員としていのちを繋ぐ，弱々
しい存在」から「森のあり方を自由にコントロー
ルできる，超生物的なちからを持った存在」とし
て，誤認するようになった。火と鉄，火薬に続い
て，ここ半世紀ほどの間に重機，遺伝子，原子を
操ることができるようになり，衣食住の素材を世
界中から調達することができるようになった日本
人にとって，もはや森は「暮らしやいのちに直結
し，敬意をもって向き合うべき対象」ではなくなっ
てしまったようだ。
　東北地方は，未だに多様な森によって覆われ，
「自然が豊かな土地柄」と評価されてきたが，そ
の背景には社会保障の格差や経済グローバル化の
弊害などに帰因する人口の減少，農林水産業の衰
退といった深刻な問題が横たわっていることは周
知の通りである。･････ そして，千年に一度とい
う巨大地震・巨大津波がこの地に襲来したことに
より，とりわけ太平洋沿岸で，さらなる地域の衰
退が懸念されている。
　この 15 年間，私は「人と自然のよりよい関係
づくり」，「自然環境と調和した，持続可能な地域
づくり」に貢献すべく，モンスーンアジア各地で
実施された景観生態学的なプロジェクトに参加し
てきた。それらは，①過疎と高齢化が進み，集落
の存続が危機に瀕している宮城・岩手県内の里山，
②エビ養殖池やアブラヤシ農場が大規模に，荒っ
ぽく開墾され始めたタイの海岸低地，③森林伐採
や水質汚染，観光施設の乱立が顕在化するカンボ
ジアのトンレサップ湖湖岸域，そして④砂漠化が
進み，砂嵐の猛威が暮らしや土地を破壊する中国
内蒙古の半乾燥草原などである。
　ややおおげさになるが，「景観（ランドスケー
プ）」とは，大地のうねり，海や川の水の動き，「み
どり」や土地利用の状況，風雨雪や気温，さらに
はそれら諸要素の歴史的変遷も織り込まれて再構
築された「成因やプロセスが裏書きされた，地域
のすがた」を指す。したがって景観生態学的な
フィールドワークでは，①「鳥の眼と虫の眼」を
併用しつつ，生態学や地形学，民俗学，社会学，
リモートセンシングといった視点から学際的なア
プローチがなされ，②それらの成果を統合した
「地域景観の特性や成り立ち」が，図面を多用し
て「見える化」される。そして，③持続可能な地
域づくりに向けた議論や活動が，関係者の話し合
いと協働を軸に推進されることになる。･････ し
かし，容易に推察されるように，即効性と金銭的
利益を重視する現実社会において，こうした手続
きは簡略化ないしは中断されてしまうことが少な
くない。私は，一連の共同研究を通じて，「性急
な土地改変や開発が引き金となって，地域の自然
環境が急激に荒廃し，重い財政負担，暮らしと家
族の崩壊，社会の不安定化が生じるという負の連
鎖」を垣間見てきた。「地域社会の根底にある自
然の恵み・自然の脅威を正しく認識した上で，自
然と上手に付き合う賢さを具現化することの重要
性」を，繰り返し指摘したい。
　すでに 1980 年代から，世界各地では「生物種
のにぎわい」や「希少な生態系」が存在するエリ
アを厳格に保護しつつ，一方ではそうした地域資
源を観光や農林水産業，医療などに利活用する手
だてを積極的に併用した，住民主導の地域づくり
が実行されてきた。さらに最近では，地球温暖化
による巨大災害の頻発に伴って，被災リスクの高
いエリアで土地利用を制限し（例えば，ビオトー
プやエコツーリズムサイトとして利用），居住施
設や防災設備をより安全・安心なエリアまでセッ
トバックする，という手法が一般化しつつある。
こうした新しい流れ，「自然と上手に付き合う賢
さ」を，是非とも東日本大震災で被災した東北の
海辺，そして海と森が見事に連環する沿岸流域か
ら発信したいものである。
　仙台市から住田町に向かう旅の車窓には，痛々
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しい津波被災地の光景と，海崖のマツ林から北上
山地の頂を覆うミズナラ林に至る個性豊かな森の
広がりが映し出された。「よそ者の，しかも都市
住民である私は，この痛々しい被災地で，森と人
の関わりについてどんな話をすればよいのだろ
う？」という迷いは深まるばかりだった。
　2011 年 6 月，私は無念さと無力さを噛みしめ
ながら，旧知の専門家らと共に，仙台市南蒲生の
砂浜海岸で，海岸林を含む各種生態系の追跡調査
を開始した。「大地震・大津波による破壊とその
後の自律的再生」を詳しく記録し，調査成果を「持
続可能な地域づくりを掲げる復興事業」や「各地
の減災・防災事業」に活用していただくことを目
指した取り組みである（詳細は，「南蒲生モニタ
リングネットワーク」ホームページを参照）。こ
うした話題も率直に提示させていただきながら，
つどいに参加された皆さんと交流できたことは，
とてもありがたいことであった。そして何より，
大震災によって困難さが増したこの地で，「よく
生きること」，「森や自然と調和する地域づくり」
を心に留めて活動されてきた方々の誠実さ，謙虚
さ，強さに触れることができた，かけがえのない
ひとときとなった。
　２．講演への感想
　平吹教授は，東北地方中部太平洋岸の環境につ
いて，「日本は有数の " 森の王国 “ であり，気仙
地域を含む東北地方中部太平洋岸は，北部の落葉
広葉樹林地帯と南部の常緑広葉樹林帯の境界領域
にあり，多様性や豊かさを醸成している」と話さ
れた。そして，学校に留まらず地域社会のなかで
「人と自然のより良い関係づくり」や「持続可能
な地域づくり」をめざした活動を行っており，専
門の研究領域，生態学を基軸に「森と人」との関係，
ありようについて調査 ･ 研究を続けている。そう
した講演に呼応した感想が寄せられた。そのいく
つかを紹介する。
・優しく問う姿に感銘 --- 「森林文化の持つ奥深さ
について考えさせられました。環境を大切にする
ことで無駄のない暮らしができること，自然は力
強く，再生力があること，そして歴史は環境を大
切にすることの大事さを教えていることをあらた
めて気づかせてくれました。私たちは自然からた
くさんの恩恵をいただき生かされているにもかか
わらず，環境を壊し，動物や人間が住みにくくし
ています。そうした現状を平吹教授は，優しく問
いただすようにお話されたことが心に響きまし
た」（金ヶ崎町 60 代女性）
・「学び合い」で豊かに --- 文化や生き方を次のよ
うに連想させている。「森林があって，長い年月
を経て今の文化が創られてきたこと。楽しい『学
び合い』において，森林や人と共生し，豊かに生
きられるという考えは “ プラス＋プラス ” で楽し
いです」（大船渡市 40 代女性）
・井上ひさし氏の講演を連想 --- 「田園と都市が交
差する低平地，里地の内容について述べられたこ
とは，以前聞いた井上ひさし氏の講演内容と似て
いて，その当時のことを思い出しました」（仙台
市 50 代男性）
　３．平吹教授の復興支援活動
　あの東日本大震災は，私たちに辛さや悲しみ，
無念さをもたらしたが，仙台市に住む平吹教授も
また辛い思いをされていた。「東日本大震災からし
ばらくの間，私は強い余震と放射能汚染におびえ
ながら，半ば抜け殻のような状態で日々を過ごし
た。そしてようやく，日常生活が落ち着きを取り
戻し始めた頃から，友人や想いを同じくする皆さ
んと共に復旧・復興支援活動を開始」したと言う。
　平吹教授は，大地震と大津波による海，水辺，
干潟，海岸林，田園の変貌に心を痛め，仙台市南
蒲生海岸を拠点に「フォーラム・仙台湾 / 海岸エ
コトーンの復興を考える」つどいを，2011 年か
ら毎年開催している。その基本に据えているのは，
「浅海から浜辺，防潮堤，湿地，海岸林，そして
農耕地に至るエリア」を「海岸エコトーン（海と
陸が交錯推移帯）とみなし，仙台湾に沿った砂浜
海岸領域を事例に，「今時の悲しみを二度と繰り
返さないための復興」である。その根底には，「復
興事業を急ぐあまり，ふるさとのうるわしい景観
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や生きもののにぎわいを，回復不可能なまでに破
壊してはいないか？」，「広大かつ力まかせの対応
が，未来世代に負担や禍根を残すことになりはし
ないか？」という懐疑である。
　このフォーラムが「未来世代」へ伝えようとす
るものは，「地域の自然特性に順応した持続可能
なふるさと」，「未来世代に伝えるべき海岸林のす
がた，その実現に向けた復旧・復興事業や私たち
自身の支援のあり方」，「ふるさとの自然や景観の
核心を構成する多様な生き物・生育環境・生態系
のありよう」である。平吹教授は一学究として今
日の状況にどのように向き合うべきか自らに問
い，熟考を重ね，学者・研究者仲間に呼びかけ，
このフォーラムを設立した。
　2 年ほど前，北海道から沖縄までそれぞれの研
究領域の垣根を越え，学者や研究者が東北学院大
学土樋キャンパスに集まり，熱心な思いのこもっ
た発表や活発な意見交換が行われた。私はあの時
の熱気を今も忘れない。
　４．エコトーン再生活動への感想
　平吹教授は，仙台市南蒲生海岸のエコトーンに
ついての現状を写真で紹介した（写真２）。静か
な語り口のなかに誠実さや優しさ，信念がにじみ
出，その真摯な取り組みにエールが送られている。
・海岸エコトーンを応援 --- 「東北地方中部太平洋
岸の針葉樹と広葉樹の混交林の説明は，大変わか
りやすく，多くを学び私自身のなかで整理できた
こともあります。海岸線がコンクリートで固めら
れる計画があちこちで進行中ですがゴメンです。
また，五葉山麓の赤坂峠の麓にメガソーラーの設
置工事が始まっていますが，私はこれには反対で
す。しかし，どのように行動をすればいいのかわ
かりません。先生も長い間研究され，今の取り組
みに行き着いたことと思います。しかし，そうし
た成果や提言は，行政機関の施策に生かされるこ
となく計画され，工事が実施されようとしていま
す。今は辛さや歯がゆさがあると思いますが，研
究者の立場で，どうぞ頑張ってください。心から
応援しています」（大船渡市 60 代女性）
　自然の持つ力，そのことについても高い関心が
寄せられた。
・エコトーンの再生に生態学と経済学を ---「砂浜
海岸のエコトーンが大震災で破壊されてしまった
が，自律的な再生が進んでいること。一方で復旧
工事により，ようやく再生した自然が再び人の手
によって破壊されていること。生態学と経済学の
語源が同じことから，大震災の復興について，生
態学と経済学の両輪で取り組むことの必要性を感
じた」（奥州市 40 代男性）
・海岸線に再生した植物群 --- 「東日本大震災で
失ったものは計り知れない。それでも海岸線にお
いては元の生態系に戻りつつあるということと，
新たに群生する植物が出現し，根付いていること
が報告されたことは印象深かった。自然の豊かさ，
奥深さ，その力強さを切に感じることができた」
（釜石市 60 代男性）
・多様性にこそ強い生命力 --- 「海岸線には大津波
の後，植物の再生が始まっていることに自然の力
強さが示されていると思いました。バラバラで均
一性がないことが多様性であり，そのことによっ
て対応性が増し，粘り強い生命力のあるものにな
るのではないか，との平吹先生の指摘を聞くこと
ができ，このつどいに参加して良かったと思いま
した」（陸前高田市 60 代男性）
・市民からの提言 --- 大震災後にみえてきたのは，
自然と人間が調和し，自然に対する畏敬の念と謙
虚な心を持つことの大切さである。それぞれが，
自然の営みを尊重した生活様式，それを具現化す
る意思を持つことが重要性を増す。そうしたこと
について大船渡市に住む 50 代の男性は次のよう
に提言する。「地震や津波，洪水等は，自然の地
勢や，地形を根本的に変えることはありません。
これらの災害は，実は人工物によってもたらされ
るのです。それゆえに，自然の営みを考え，その
なかで生きていくことを中心に据えるべきです。
自然が再生する能力を超えて利用しないことが大
事です。これが持続可能な利用です」
　スクリーンに展開される仙台湾の海岸エコトー
ンに，参加者たちは，地域の誇り，思い出の場所
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である高田松原の風景を思い起こしていたのでは
ないか。「もう一度，あの懐かしい砂浜，松林を
取り戻したい」―それぞれの感想の底流には，そ
んな思いや願いが込められていたように思える。
Ⅲ．実践報告「親しみながら,楽しみながら」
　１．五葉山自然倶楽部の実践活動
　「親しみながら　楽しみながら」を活動の合言
葉にする五葉山自然倶楽部は，五葉山登山，五葉
山麓の散策，五葉山の写真展・美術展，「木の葉
の彩り」展，五葉山フォーラムや，野生動物との
共生を考える学習会など実施してきた。
　実践報告では，初めに「緑想会」事務局長の筆
者が「五葉山麓を歩く～出会い　触れ合いながら」
を，続いて「黒岩会」紺野事務局長が「五葉山を
ゆく～感じ合い　語り合いながら」を報告し，森
林散策や五葉山登山での思い出深いエピソードが
紹介された。次に「森の文化塾」の中嶋敬治事務
局長は「森のメッセージ～それぞれの想い」と題
して写真を交えて発表された。以下では，中嶋事
務局長の発表要旨を紹介する。
　２．「森のメッセージ～それぞれの想い」
　私は，レンズを通して森の姿をフィルムに収め
ることを楽しみとして，長年取り組んできました。
芽吹きの頃のやさしく心地よい光，雨に煙る森の
瑞々しさ，モザイクのように織りなす紅葉の競演，
風雪の中に凛として立つ木々，四季の森に身を置
くことで多くの素晴らしい瞬間に出会うことがで
き，写真として残すことができました。
　当初，会員の写真を展示することから始まった
五葉山写真展は，市民からの公募展として 2002
年から 8 年間（4 回）開催し，様々な人たちが参
加して少しずつ裾野を広げてきました。そして
2010 年の第 5 回から絵画・工芸部門を設けて美
術展と名称を変え，今年 2014 年で 7 回目を迎え
ることになりました。
　絵画で森を表現してくれた人たちは，写真とは
違う想いでキャンバスに向かい，絵筆を奮わせて
います。写実的なものの見方・表現方法に囚われ
ず，自由に色彩を操ることができる世界は，写真
とは違った広がりがあり，羨ましくも思えます。
立体での表現となる工芸部門では，チェーン
ソーアートの作品が印象的です。1 本の丸太から
チェーンソーだけで削り取る，荒々しくも繊細な
木彫で表現されるのは森の動物たち。限られた材
料からそれぞれの発想と技術で，生き生きとした
彼らの生態がよみがえっています。
　登山や自然観察といった目的をもって山に入る
だけでなく，もっと気軽に，足の向くままに森の
中を歩く機会があると，そこで私たちは森が発す
る様々なメッセージをごく自然に受け入れること
ができるように思います。そしてそんなときの想
いを，その人なりの方法で表現し，一つの形にま
とめ上げることで，より深く，自分自身の内面か
ら森に触れることができるのではないでしょう
か。
　今私が気になっているのは，森の中の切り株（伐
採痕）です。五葉山は古くから山中のヒノキアス
ナロやブナ，ケヤキなどの銘木・巨木が利用され
てきました。大きな切り株に出会うと，何かを語
りかけているような気がしてなりません。人間の
生業と森との接点として残された切り株を記録と
して残すことを，これからのテーマとして取り組
んで行きたいと思っています。
Ⅳ．森と山の魅力を体で感じとる
　１．住田高校「地域文化選択講座」
　1）講座の内容
　住田高校の「地域文化選択講座」は，1991 年，
同校教育振興会が主催し，「地域の自然，文化，
歴史，産業や伝統技術などについて学ぶことによ
り，先達の努力や自分たちの住んでいる地域を理
解する」ことを目的に始められ，今年で 24 年目
を迎える。地域の人が講師を務める体験的な授業
がこの講座の特色である。2001 年からは住田町内
の世田米，有住の 2 つの中学校の 3 年生も参加し
て中高連携の講座となった。2008 年と 2014 年の
講座の内容，定員，参加生徒数は下表のようであ
る。生徒数の減少は講座の設定にも影響している。
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　2）五葉山森林公園森林浴
　五葉山森林公園森林浴は 2003 年から始まり，
今年で 12 年目を迎える。案内役は，住田の山づ
くりに尽くし親子 2 代にわたって五葉山の巡視員
を務めてきた紺野寿美さんと筆者で，講座の開設
以来ご一緒させていただいている。
　2014 年の開催日は 9 月 10 日（火）で，体育館
で開講式を行った後，生徒15人と引率の先生4人，
紺野さんと私の総勢 21 人がマイクロバスに乗り
込み，五葉山麓森林公園へと向かう。車中で五葉
山と五葉山麓の特長を私が話し，紺野さんは小さ
いころから五葉山麓を父親と歩いたことや，伊達
藩に火縄が 100 年もこの五葉山麓から供給された
ことなどを語りかけた。35 分ほどで森林公園の
入り口である駐車場に着く。
　森林公園では，道端に天を突いて聳えるブナの
樹齢を推定する方法を考え合い，幹回りの太さか
ら樹齢を「241 年」とした。ブナのひろばでは，
樹間に 30m ほどのロープを腰の高さにはり，タ
オルで目隠しをしたまま，ロープを頼りに森の中
を進む。生徒たちは足裏の感触，森のにおいや空
気，音を感じ合った（写真３）。
　紺野さんが，リュックサックから 1 から 6 まで
の番号のついたビニール袋をとりだし，入ってい
たものを取り出した。入っていたのは，ヒノキア
スナロの樹皮，それをわら打ち棒で打ち柔らかく
なった皮，さらに柔らかくし筋状にしたもの，縄
になる前段階のもの，そして縄状にしたもの，で
ある。それぞれについて説明がなされ，生徒たち
は手にとって火縄ができる過程を手触りで感じた。
　最後に，森林浴道を歩き岩の上にグッと根を
張って林立するヒノキアスナロや，モミジ､ カエ
デ，ホオノキ，トチノキの広葉樹のなかを進ん
だ。大きな岩と岩の間を踊るように流れるハライ
沢で，山奥ならではの冷涼感を味わった。森林浴
会場へ向かう途中，五葉山の稜線がくっきりと遠
望できる住田町上有住両向地区の気温は 28 度も
あったが，五葉山麓では 20 度になっていた。
　駐車場に戻り，この日感じたこと，印象深かっ
たことなどを全員で述べあった。住田高校の二階
堂希先生は次のように話された。
　「初めてこの森を訪れました。木々の緑と森の
風，森独特の静けさ，葉っぱのにおいを久々に感
じました。五葉山がまわりの地域にさまざまな恩
恵を与えています。今日の私たちの森林浴も五葉
山の恩恵があって実現しています。これからも五
葉山の良さを大切にしていきたいと思いました」
五葉山麓の森にとっぷり浸った 3 時間であった。
　3）五葉山の特長と地域文化選択講座の意義
　今から 24 年前，「五葉山森林浴まるごと体験」
を企画し運営していることもあって，いつか森林
浴発祥の地，長野県上松町にある上松営林署が
管理する赤沢自然休養林を訪ねたいと思ってい
た。岐阜での研究発表の折，立ち寄り，半日ほど
営林署の方にこの休養林をご案内いただいた。一
本 2,000 万円もするというヒノキが文字通り林立
している。平坦で歩きやすく，休養林内には沢が
いくつか流れ，それに溶け込むような木の橋が架
かっている。帰りの車中でも人びとを魅了するあ
の森のことを思い浮かべていた。
　しばらくして，我が五葉山麓森林公園の魅力に
ついて考えていた。3 つの特長があった。第 1 は，
樹齢豊かな広葉樹林やヒノキアスナロの原生林が
表　地域文化選択講座の定員と参加数
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あり，四季の移ろい，神秘さを実感できること。
第 2 は，急傾斜の山麓であるがゆえに，沢や滝，
遠くに連なる山々の見晴らしがいいこと。第 3 は，
背後に五葉山や愛染山があり，「桧山黒岩コース」，
「桧山あすなろ山荘コース」をたどり五葉山へ登
山ができること。総じて言えるのは，奥行きのあ
る森であるということである。森林浴発祥の地に
も劣らない魅力がここにはある。
　住田高校の地域文化選択講座が伝統行事として
定着しているのは，この地で生まれ，育ち，暮ら
してきた人びとが献身的に誠実に授業を担い，そ
のことが高校のなかに溶け込んでいるからであ
る。地域の教育力を学校の教育活動に生かすこと
により，地域の財産である豊かな自然や文化，伝
統産業などが見直され，生徒ひとり一人に地域へ
の誇りや愛着が育まれていく。目には見えない風
土の力をそこにみる。
　２．有住森林愛護少年団「親子五葉山登山」
　五葉山の西側にある住田町立有住小学校の伝統
行事が「親子五葉山登山」である。有住小学校の
前身は上有住小学校で，2002 年に五葉小学校と
統合し，2008 年には下有住小学校と統合して有
住小学校となった。
　上有住小学校時代は毎年五葉山登山が行なわれ
ていたが，“ 毎年 ” となると新鮮さが失われ，参
加者は若干異なるもののマンネリ化していた。そ
のことの反省から，1995 年に関係者の入念な準
備のもとに，初めて「上有住森林愛護少年団自然
観察会」が実施された。それ以降，五葉山登山と
交互に自然観察会が行なわれてきた。その後，住
田町の西部，奥州市に隣接する種山ヶ原で散策会
が行なわれていることもあった。
　三陸沿岸の最高峰，五葉山（1,351m）は，「21
世紀に残したい日本の自然 100 選」,「花の百名山」,
「日本の三百名山」に数えられ，その価値は高く
評価されている。住田町，大船渡市，釜石市にま
たがり，頂上からは東方に三陸のリアス海岸，西
方には早池峰山，岩手山，焼石連峰，そしてはる
か遠くに鳥海山をも望むことができる。
写真２　大津波が壊したクロマツ植林地で群生する
ハマエンドウ（2013年5月23日,平吹教授撮影）
写真３　五葉山森林公園森林浴
写真４　親子五葉山登山
写真５　五葉山麓に設置されているメガソーラー
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　ホンシュウジカやニホンザル，ツキノワグマが
棲み，イヌワシが空を舞う。山麓にはブナやミズ
ナラ，ダケカンバの森が広がりその林床には固有
種・ゴヨウザンヨウラクやヤマツツジが生えてい
る。頂上部にはシャクナゲの群落があり，コメツ
ガの原生林は神秘の世界へと誘う。独特の自然環
境を有する五葉山は，県立自然公園として 5918
㌶が指定されており，多くの登山者が訪れている。
五葉山への登り口には，赤坂峠口，大沢口，楢ノ
木平口，桧山口のあすなろ山荘前，そして黒岩口
がある。
　2014 年の「親子五葉山登山」は 8 月 30 日に行
なわれ，児童 43 人，保護者 28 人，先生 9 人，私
たちインストラクター 3 人の総勢 83 人が参加し
た（写真４）。このなかには 1 年生 3 人，2 年生 3 人，
3 年生 8 人の低学年の児童も含まれている。希望
を募っての参加であり，自主的，主体的に参加し
ている。3年生を兄にもつ1年生のある女子児童は，
この日兄と一緒に登る祖母に「登山に連れて行っ
て」とせがんだそうだが，祖母は運動が苦手な兄
を看るのが精いっぱいとのことで，この女子児童
の願いを聞き入れることはできなかったという。
　数日前からの雨模様で，当日の朝まで登山でき
るかどうか，気をもんだが朝 6 時に学校に集まり
登山実施を決めた。7 時 30 分に，有住小学校に
隣り合わせた上有住地区公民館で出発式を行い，
登山口である大船渡市日頃市町の赤坂峠に向う。
赤坂コースは，登り口の赤坂峠―賽の河原―畳石
―しゃくなげ荘―日枝神社―原生林―日の出岩を
たどる登山ルートである。
　この大登山隊は 3 つの班から編成され，私は先
頭の 1 班を担当した。先生には状況に応じて各班
の支援に入っていただく。子どもたちはふだんか
ら運動をしておりそれほど心配はないのだが，初
めて登山するお母さんたちもいて，落後者の無い
よう心がけた。
　登山の先頭から最後尾までは優に 100㍍はあ
り，35 分ほど登った賽の河原で 3 班を担当して
いるインストラクターの村井桂さんから「もう少
しゆっくり歩いてほしい」との助言を受け，その
ようにした。途中雨にも何度か見舞われたがしゃ
くなげ荘に無事到着。ここの広場でお昼を食べ始
めて間もなく大粒の雨が降ってきたので，カッパ
を着て昼食を終える。
　ほとんどがカッパを着たまま牛の背中のような
なだらかな主稜線をめざして歩き，ほどなく日枝
神社に到着し，鳥居の前で全員が入った集合写真
を撮影。稜線を北東に進むと眺望のいい場所に行
き着くが，この日は霧に覆われていて，いつもは
東側に見えるリアス海岸，西側の奥羽山脈が見え
ない。それでも，不平や不満の声もなく，この場
所で学年ごとに写真撮影をした。
　知らないうちにうっそうとした日本庭園に入っ
たような感覚にとらわれるのがコメツガの原生林
である。隆々とした枝が広がり日中でも薄暗い。
歩道は雨で水を十分に吸っており，油断をしてい
ると靴が泥にすっぽり入ってしまう。
　岩が重なり合い，さらには縦に岩を突きさした
ように立つ日の出岩は，子どもたちの恰好の遊び
場であるが危険でもある。狭い小高い岩場に立つ
ことで誰もが解放感でいっぱいになる。それだけ
に体が触れ合いバランスを崩すと，命にかかわる
大事故につながる。2012 年 9 月 1 日のこと―狭
い岩と岩の間をスムーズに通れるよう一人ずつ手
を引っ張っている間に，先に通り抜けた子どもた
ちが岩の上に登っていたのである。すぐに岩から
降りるよう促し，事なきを得たが，ぞっとした瞬
間であった。今年の登山では，雨で岩場が濡れて
いることもあって，岩に登ることを禁止した。
　この行事のために PTA の役員の人たちが，広
葉樹の枝が道に張り出している五葉山登山口に通
ずる県道の枝払いを，所管する部署に掛け合い，
バスの通行に支障がないようにしていた。佐々木
英雄校長は，「6 年間のうちに１回でいいから是
非，五葉山登山をしてほしい」と，子どもたちに
語りかけていたという。全校児童 87 人であるが，
その半数に当たる 43 人の児童が参加した。
　雨に見舞われたこの日の親子登山であったが，
午後 4 時 30 分予定通りの時刻に，全員無事学校
に着いた。移動を含めて 9 時間の登山で，得るも
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のも多かった。
　「郷土の自然の素晴らしさを体感し，身近な自
然に親しみ，自然を大切にする態度を学ぶ」「集
団による登山を通して，集団行動の規律や意義，
互いに協力すること，思いやることの大切さを体
得する」「山や樹木等の生態やその働き，人間と
の関わりなどを学ぶ」。これらは親子五葉山登山
の目的であるが，きっと一人ひとりの胸のうちに
さまざまな思いが刻みこまれたことと思う。それ
ぞれの思いが込められた伝統行事，親子五葉山登
山は受け継がれていく。
Ⅴ．五葉山麓にメガソーラーは似合わない
　2013 年 6 月 11 日，大船渡市日頃市町の五葉山
麓に，県内最大級のメガソーラーの設置事業が
始まった（写真５）。地元農協が所有する約 34ha
の敷地に，縦 1m，横 1.7m の太陽光パネル約
78,000 枚を設置する計画である。五葉山は岩手県
内 6 番目の県立自然公園として指定され，メガ
ソーラーの設置計画区域は第 3 種特別区域に含ま
れている。五葉山登山の代表的登山口である赤坂
峠の麓へのメガソーラー設置は，自然環境を一変
させている。慣れ親しんだ景観の喪失，イヌワシ
の生息環境の悪化，五葉山の魅力の低下にとどま
らず，自然とともに生き，暮らしてきた地域風土
さえも侵している。
　五葉山自然倶楽部では，一気呵成に進められた
開発行為の手続きが適正か，環境省が定めた指針
に適合するのか，環境影響評価やパブリックコメ
ントは確かだったかを問い続けている。このメガ
ソーラー設置事業を注視するとともに，太陽光パ
ネルが見えにくくなるような広葉樹の配置など，
違和感を緩衝できるよう景観形成を求めていきた
いと考えている。
　当面の取り組みとして「五葉山メガソーラー見
学会」を 2014 年 8 月 31 日に実施し，あらためて
多くの問題を抱えていることを実感した。そこで，
自然公園地域の開放が後世へ何を残すのかを気仙
地域の人々ともに考え，思索しながら理解と関心
を高めていくため，私たちは次の 5 つの視点から
東海新報への連載を企画している。
①私たちにとって五葉山麓はどんなところなのか。
②なぜ五葉山麓にメガソーラーの設置が必要なのか。
③その手続きと進め方は適切であったのか。
④地域振興という大義があるのか。
⑤本来この五葉山麓はどうあればいいのか。
　成果や効率が求められ，経済が優先されるほど
に大切なものが置き去りにされる。15 周年の「つ
どい」で講演された平吹教授は，「森は『暮らし
といのちに直結し，敬意を持って向き合うべき対
象』であることを指摘し，「即効性と金銭的利益
を重視する現実社会」の風潮を危惧する。今その
ことが五葉山麓で現実となっている。
Ⅵ．森とともに生きる
　1）五葉山は恩人
　有住小学校，住田高校の五葉山麓の散策で講師
を務める紺野さんは，五葉山麓の散策にはなくて
はならない人である。
　紺野寿美さんは，国有林の巡視員をしていた父
に連れられ小さいころから五葉山麓を歩いてい
た。山稼ぎの仕事を続けられたのもこうした体験
が下地になっているからかも知れない。国有林や
住田町有林への植林事業，除伐や間伐作業などふ
るさとの山と向き合い緑豊かな森を築いてきた。
五葉小学校森林愛護少年団が内閣総理大臣賞を受
けられたのも，植林や下刈り，しいたけ栽培など
親切に，丁寧に教えてきたからに他ならない。
　紺野さんは次のように述べる。「私は五葉山麓
の森林浴道を案内するとき，話すことがある。そ
れは岩の上にぐっと根を張ってたくましく育って
いるヒノキアスナロの姿である。雪や風，あるい
はほかの樹木の影響で横に伸びざるを得なかった
ヒノキアスナロが，じっと機会をうかがい，やが
て真っ直ぐに天を目指して生きている姿である。
人生においてはどんなに努力しても報われないこ
ともある。つらく悲しい局面に立たされることも
ある。それでもあきらめないで突き進んでほしい
という願いから，自然の営みに学ぶことを話す」
　五葉山麓森林公園は，紺野さんたちが夏の暑い
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日も山に入り，ササを刈り払い人が入りやすい
環境を整えてくれたから出来あがったのである。
1994 年のことであった。ブナの広場がまさにそ
うである。「五葉山，それは私にとってかけがえ
のない山であり，恩人である」と紺野さんは言う。
　紺野さんは，自然とともに在ることの尊さを教
えてくれている。自然に包まれていることのすば
らしさ，自然の営みのなかに生かされていること，
自然とともにいることで素直に，謙虚にさせる，
そのことを，である。
　2）自然への畏敬
　震災から 9 ヶ月後，2011 年の 12 月 25 日，『そ
れぞれの生きるかたち』～「五葉山の魅力」リレー
エッセイ～が出来上がった。釜石に住む佐々木節
夫さんは次のような感想を寄せてくれた。「あの
大震災以降，自分の中で何かが変わったような気
がします。そのことを如実に教えてくれたのが『そ
れぞれの生きるかたち』～「五葉山の魅力」リレー
エッセイ～でした。エッセイを貫いているもの，
それは，生きるかたちは違っても，自然の一部と
して生きとし生けるもの「ひと」という存在を真
摯に受け止め，それぞれが生きていることです。
そのことの素晴らしさに気づかされました」
　佐々木さんは，あらためて自然の存在，自然と
人間の関係，自然への畏敬について自覚すること
の大切さを示された。それは共に生きることの尊
さを，日々の生活において体現していこうという
内省の声でもあった。
　3）思いが刻まれる
　釜石市定内町に住む小笠原勇さん（68）は，「五
葉山」からの贈り物―『それぞれの生きるかたち』
～ホンシュウジカの親子」と題し，巨大津波で亡
くした娘さんをニホンジカにみている。
　「ゆったりと草をはみ『ここが私たちの居場所
よ』とでも言いたげに佇むホンシュウジカの親子。
昨年 8 月，大窪山森林公園散策会へ参加するため，
国道 45 号から大船渡市三陸町の吉浜川に沿って
車で上流に向う途中偶然に出会い，見入った。
　（中略）あらためて人生の長短とその内実を思
うようになったのは，あの東日本大震災で看護師
をしていた娘を失ったからかも知れない。ものご
とに動じない，あせらない，よく冗談を言う明る
い娘が，いつものように『お父さん，ただいま，
今帰ったよ』ともどってくるような気がしてなら
ない。自分の道をまっすぐ歩んできた人生，34
歳であった。緑いっぱいの草原に薄茶色をした何
頭もの親子ジカと出会ったあの日の光景。ことさ
らに印象深いのは，小さかったころの娘との思い
出と重ね合わさっているからだろうか。五葉山麓
は私にとって訪れなければならない場所となっ
た。」（東海新報 ,2012.9.15 掲載記事より抜粋）
　添えられた 2011 年 8 月撮影の写真の題名「吉
浜川のほとりの草原に佇むホンシュウジカの親
子」には自分と亡き娘さんが投影されている。
Ⅶ．おわりに
　名もない多くの人たちの日々の営みによって，
しなやかで，うるわしい，弾みのいい風土が創り
出されている。その源泉に森に親しみ，森と生き
てきた人びとのことを思う。五葉山自然倶楽部創
立 15 周年の「つどい」の講演や実践報告，学校
での森林浴や登山，そして一人ひとりの森との関
わり合いは，私たち自身が，いつの時代も森に親
しみ，森と生きる存在であることを教えている。
　経済効率が優先し，孤独感や疎外感が増し，救
われがたくなっている今日の社会にあって，一度
立ち止まり，そのことの意義をあらためて考えて
みてはどうだろうか。きっと気づき，見えてくる
ものがあるかも知れない。そのためにも，私たち
は常に自然に対してあくまでも謙虚でなければな
らい，とあらためて思う。
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